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〈三

戦後 40年、いまさらに l 

こ
の
資
料
展
が
実
行
委
円
以
会
の
主

似
の
も
と
に
、

7
月
初
、
引
日
と
両

日
に
わ
た
り
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
俄
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
刊
年
を
迎
え
た
今
日
、
ゃ
、

も
す
る
と
忘
れ
か
け
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
原
子
爆
弾
が
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ

ガ
サ
キ
に
投
下
、
泣
万
人
も
の
死
傷

者
を
だ
し
た
大
惨
事
、
見
る
に
忍
び

が
た
い
写
真
、
人
骨
の
山
々
、

5
千

感
恕
発
表
会
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
中

で
「
ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ
、
戦
中
に
勝
つ

こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
原
爆
を

日
本
に
投
し
た
の
か
i|
。
実
験
台

に
し
た
の
で
は
Illlv
な
ど
の
話
し

ゃ
「
こ
の
似
し
に
半
信
半
疑
で
あ
っ

た
が
、
実
行
委
只
と
な
っ
て
よ
か
っ

た
U

と
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

現
代
祉
会
は
、
化
学
、
文
明
が
進

み
、
宇
宙
を
も
旅
す
る
こ
と
の
で
き

度
の
熱
線
に
焼
け
椛
け
た
鉄
川
H
造
り

の
処
物
、
か
わ
ら
、
食
器
、
学
従
の

衣
服
、
原
山
悼
の
絵
な
ど
問
慌
が
展
示

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
事
が
二
度
と
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
し
て
、
M
H

平
和
の
願
い
M
H

を
こ
め
た
「
千
羽
鶴
」
が
各
地
か
ら

寄
せ
ら
れ
、

山
積
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
更
に
は
、
「
核
戦
争
後
の
地
球
」

と
聞出
し
て
の
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
や
、

「
ザ
・
デ
ィ

・
ア
フ
タ
ー
」
の
映
画
な
ど

の
悩
し
が
あ
り
、
ー
、

6
0
0
人
余
の

Y
 

人
が
訪
れ
、

山間
係
者
は
「
干
惣
を
上
回

る
も
の
」
と
航
し
て
お
り
ま
し
た
。

い
か
に
凶
心
度
が
お
い
か
が
伺
え

そ
う
で
す
。

'M
キ
司
こ
ま
、

f
d
l
;
l
 

べ
」
と
題
し
て
、

る
使
利
な
時
代
と
な
っ
た
.
し
か
し
、

そ
の

一
方
で
は
、
向
然
政
境
内
破
壊
、

葉
山
昔
、
人
間
相
会
山
?
に
の
変
化
と
様

々
で
あ
る
。

一
つ
に
は
、

社
会
荒
脱
の
現
哉
と

し
て
、
殺
人
、
自
殺
、
非
行
と
い

っ

た
現
れ
も
そ
の
一

部
で
は
な
い
で
し

ょ
‘
ヮ
か
。

も
っ
と
も
恐
し
く
危
険
な
こ
と
は
、

「
核
戦
争
が
何
時
お
き
る
か
わ
か
ら

な
い
U

状
況
下
に
あ
る
こ
と
、
た
え

ず
お
び
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。

万
物
内
滋
長
M
H

人
間
M
H

が
治
り
し

「核」

限
爆
の
数
万
僻
も
の
保
力
あ

る
、
そ
れ
を
使
朋
し
よ
う
と
し
て
い

る
人
問、

そ
の
人
間
が
人
間
を

動
物
を
地
球
を
も
破
減
し
よ
う

「
平
和
を
諒
る
タ

講
演
や
交
流
会
、• (. 

σコ童日きがれ

企

悲

惨

見

入

る

眼

あ

つ

〈

見
'
き
のh
 
mu a舟1

 
4
酔

叶
川
浩

と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

人
間
な
る
が
放
の
過
信
は
禁
物
、

も
し
、
「
紘
戦
争
が
起
き
た
ら
、

地

球
全
体
は
冬
と
化
し
、
太
陥
を
凡
る

こ
と
な
く
‘
冷
え
き
っ
た
地
球
、
砂

漠
を
も
凍
り
と
な
っ
た
地
球
が
で
き
、

そ
れ
に
は
、
さ
ほ
ど
の

日
数
を
裂
し

な
い
。
何
日
か
が
あ
れ
ば
良
い
。
そ

し
て
、
そ
の
後
の
地
球
は
、

6
億
年

前
に
似
た
荒
涼
と
し
た
地
球
に
逆
も

ど
り
‘
生
き
の
び
る
生
物
は
ゴ
キ
ブ

リ
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
U

と
世
界

の
化
学
者
は
警
告
を
発
し
て
お
り、

世
界
人
類
の
平
和
を
呼
び
か
け
て
い

る
も
の
で
す
。

人
間
と
は
、
誠
に
身
勝
手
な
も
の
、

我
が
身
に
火
の
粉
が
振
り
か
、
ら
な

い
と
実
感
が
わ
か
ず

他
人
事
に
考

え
が
ち
で
あ
り
ま
す
。

地
球
上
で
、
今
、
自
分
た
ち
が
お

か
れ
て
い
る
現
状
を
冷
的
主
視
野
で

見
つ
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

核
戦
争
と
は
何
か
1
1
1戦
争
は
二

度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
|
|

世
界
が

一
つ
に
な
っ
て
砂
平
和
を
願

い
e

こ
の
美
し
い
地
球
、
紋
盟
か
な

地
球
、
何
千
何
億
万
年
も
平
和
で、

人
知
北
住
の
地
と
し
て
伐
っ
て
い
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

こ
の
取
材
に
あ
た
り
、
大
人
、
子

供
、
老
人
、
婦
人
、
と
枯
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
婦
人
に
手
を
引
か
れ、

腰
を
曲
げ
た
老
婦
人
が
ジ
ァ
と
見

• (‘ 
い
っ
て
い
る
光
況
が
印
鋭
的
で
あ
り

ま
し
た
。
先
般
テ
レ
ビ
で

μ哉
の
老

人
が
お
士
山
登
頂
に
成
功
し
ま
し
た

お
り
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
私
は
世

界
平
和
の
闘
い
を
こ
め
て
」
と
話

し
て
い
た
の
を
思
い
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
、

日
本
国
は
、
世
界
の
先
進
国

と
し
て
飛
服
、
発
展
を
と
げ
た
現
在、

世
界
の
指
導
者
と
し
て
望
ま
れ
て
い

ま
す
。こ
う
し
た
中
で
、
自
分
が
お
か
れ

て
い
る
立
場
、
ま
た
は
自
分
の
再
認

識
が
必
裂
に
な
る
も
の
と
也
、っ。

例

え
ば
、
白
分
が
住
ん
で
い
る
所
の岡山

此
や
伝
統
、

日
本

人

と

は

自

分

と

は

と

司
け
っ
た
身
の
ま
わ
り
や

枇
界
の
凡
な
お
し
と
諸
々
の
こ
と
の

考
え
を
新
た
に
し
、
別
な
角
度
で
考

え
て
兄
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
l
l
l。

シートベルト着用

特別推進期間

9月21"'30日

8月"'10月

ε官九
百守ヨ生活フ}くは[昭和60年度槍山支庁管内町村i

職員採用資格試験についてー」

秋の

交通安全運動月間 o 
oロ必σ〉、

重要な役割を果私だちの毎日の暮らしに欠くことのできないもの、
l 歩行者、自転車利用者の交

通事故防止 9月2-20日問期付。受
しております。10月20日。第l次試験日二輪車の交通事故防止2 

〈水道隷から〉

( 2 ) 

水は、無限ではありません江差町・奥尻町・北槽山田T1也E貴。試〈今金町交通安全推進委員会から〉

( 3 ) 



|今金町更生保護婦人会設立総会 l

こ
の
総
会
が
、

8
月
2
日
町
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
保
協
司
会
今
金
分

区
が
発
起
人
と
な
り
、
加
入
余
が
参

加
問
継
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
の
発
会
に
あ
た
り
、
飯
塚

識
両
船
保
波
観
察
所
長
か
ら

「保

護
司
会
の
主
旨
を
姉
人
の
方
々
に
理

解
願
う
こ
と
が

H
的
で
す
。

か仲間ご

(‘ (‘ 

ス
ポ
ー
ツ
大
学
講
演
か
ら

健
一康
一の
一定
一め
一の
一ス
一ポ
一ーー
一ツ

こ
の
附
校
式
が

8
月

5
日
総
合
体

育
館
に
お
い
て
時
人
が
参
加
し
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
オ
ル
ラ
ン
ド
ス
ポ

ツ
?
ン
の
指
導
者
養
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
同

l
m
年
と
削

i
m

年
の
短
期
大
学
並

A
.
今
年
は

8
月

か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。
「
全
道
で

初
め
て
の
試
み
で
は
な
い
か
U

と
社

会
教
育
係
で
は
話
し
て
お
り
ま
し

、-
。

，
人

(
実
技
)
、
研
修
格
技
(
柔
道
、
空

手
、
剣
道
)
と
二
ヵ
年
に
わ
た
り
研

修
す
る
も
の
で
す
。

開
校
に
あ
た
り
、
出
題
「
健
康
の

た
め
の
ス
ポ

l
y
を
t
i
l
l
」
と
題
し
、

北
忠
一
学
聞
大
学
教
授

三
宅
都
介
氏

を
購
附
と
し
て
捌
き
講
演
が
あ

っ
た

も
の
で
す
。

そ
の
中
で
「
日
本
で
は
、
ー
、

9

4
6
年
(
幻
年
)
に
伊
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
鰍
利
を

有
す
る
。

e

の
定
義
づ
け
が
な
さ
れ

た
が
、
当
時
は
、
敗
戦
を
迎
え
た
直

後
で
あ
り
、
食
生
活
に
お
い
て
も
現

代
と
は
時
代
が
変

っ
て
い
る
。

当
時
は
、
食
組
不
足
、
今
は
食
紐

内
容
は
、
初
心
者
水
泳
指
導
方
法

を
始
的
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
実
技
)
、

野
外
活
動
(
宿
泊
)
、
テ
ニ
ス
(
実

技
)
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
実
技
)
、

ス
キ

l
(実
技
)
、
ゲ
ー
ト
ポ
l
ル

う
非
行
、
助
け
あ
い
e

協
力
し
あ
う

こ
と
に
よ

っ
て
立
直
り
、
更
生
さ
せ

る
こ
と
が
保
護
の
目
的
で
す
。

市
民
生
保
技
師
州
人
会
の
役
制
は
、
保

護
司
会
を
助
け
、
協
力
し
あ
う
こ
と

に
あ
り
、
地
械
の
浄
化
活
動
や
非
行

防
止
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
刊
年

を
経
過
し
た
視
点
も
、
い
ま
だ
解
決

し
て
い
な
い
。

「
難
題
で
あ
り
、
組
理
を
し
主
い
で

出
来
る
こ
と
か
ら

一
歩

一
歩
か
ら
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。
会
円
以
の
規
峰
、

交
流
、
地
域
住
民
の
械
と
な

っ
て
ほ

し
い
。
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

会
は
、
こ
う
し
た
ミ
と
を
ふ
ま
え

て
の
耶
梁
川
州
案
が
純
一市
さ
れ
、

。
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
協

しの中に道産品

「ノ、イ・ホッカイ|、ウ

運動」

暮ら

M
H
と
保
護
司
会
事
業
へ
の
協
力

@
市
民
生
保
議
事
業
、
互
助
金
へ
の
協

ー@
会
員
相
互
の
判
明
眼
と
研
修
会
の
間

以
往。

各
種
大
会
、
研
修
会
へ
の
柿
桜
的

参
加
@
他
団
体
と
の
交
流

の
方
針
が
打
ち
だ
さ
れ
‘
会
の
発

足
と
な
り
ま
し
た
。

会

長

徳

削

治

子

副

会

長

松

橋

泰

子

型

事

伊

藤

文

枝

大

倉

文

子

山

本

附

子

石

井

照

子

佐
藤
千
忠
子

加
藤
み
ど
り

1*-
事

、そこに住むわだしたち、地場

の資源や妓術を活用、地場産昆

地場産業を掘り起こし、育て

る力の原動力となるように、、ふ

るさと、、 住みだいという若者、

を愛用することが大切。• (。

金正

じ
ん
ぞ
う
酸
素
で

過
多
の
時
代
で
あ
る
。
化
学
、
文
明

が
発
注
し
て
良
く
な

っ
た
.
し
か
し
、

そ
の
反
而
、
草
々
、
と
歩
く
必
要
が

な
く
‘
生
前
上
に
お
い
て
巡
動
性
が

な
し
。仲
間
と
梨
し
め
る
の
が
巡
動
で
あ

る
が
、
現
代
は
運
動
不
足
症
で
あ
る
o

e
川
崎
動
の
欠
如
で
発
生
す
る
蛇
状
、

原
始
的
人
間
か
ら
‘
文
明
化
、
家
庭

的
生
活
を
営
む
人
間
の
磁
波
e

日
本

人
も
運
動
不
足
症
に
な

っ
て
き
た
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
す
る
と
ま
だ
ま
し
だ

が

m年
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
な
み

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

。
現
代
の
特
色
相
会
環
境
の
復
制

化
・
精
神
緊
張
の
増
大
・
精
神
過
労
・

生
柄
、
労
働
の
機
械
化
、
家
庭
屯
化
・

運
動
不
足
・
身
体
機
能
の
せ
い
弱
化
・

肥
渦
食
総
事
前
の
好
転
・
成
人
病
・

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

被
h
ド
b

者

1
加
守
者
で
あ
る
。
自
分

の
心
臓
に
被
害
を
あ
た
え
て
い
る
の

は
、
そ
れ
は
自
分
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
は
梨
し
む
べ
き
も
の
、

話
源
は

J
f
ィ
・
ス
ポ

l
y
か
ら
き
て

お
り
、
日
常
の
仕
事
か
ら
は
な
れ
て

北
星
学
園
大
学
教
授

楽
し
む
の
な
昧
で
あ
る
。

余
暇
町
時
間
が
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
現
実
的
に
は
テ
レ
ビ
に
時

間
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
間
を

ふ
り
む
け
る
と
か
な
り
の
余
暇
が
で

き
る
。

ス
ポ
ー
ツ
、
運
動
を
や
っ
た
方
が

良
い
こ
と
を
絞
れ
で
も
が
知

っ
て
い

る
が
、
ひ
と
り
一
人
に
あ

っ
た
運
動

処
方
せ
ん
を
性
け
る
と
良
い
が
迎
動

の
場
合
は
艇
か
し
い
。

歩
く
、
」
と
走
る
こ
と
が
基
本
で
あ

る
。
そ
の
人
の
能
力
削
(
心
臓
能
力
)

容
積
に
よ
る
。
何
が
剛
か
と
昔
日
う
と

最
大
般
家
摂
取
量
、

1
分
間
ど
れ
だ

け
の
酸
紫
を
つ
か
え
る
か
で
あ
る
。

日
本
の
迎
動
処
方
は
、
心
細
数
(
脈

拍
)
で
自
分
の
心
拍
数
を
計
る
。
安

静
時
的
脈
納
数
を
知

っ
て
お
く
こ
と

が
必
要
。
最
低
初
分
の
運
動
誌
で
叩

%
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
(
心
拍

数
回
)
脈
拍
と
酸
素
摂
取
量
は
同
じ
、

短
時
間
で
激
し
い
述
動
、
エ
ア
ロ
ピ

y
ク
ス
(
有
酸
素
的
運
動
)

5
分
以

上
す
る
と
そ
う
な
り
、
被
索
を
使
う

競
争
は
す
べ
て
で
あ
る
。

会

計

石

井

智

恵

子

と
そ
れ
ぞ
れ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
婦
人
会
で
は
、
「
非
行
の
防

止
の
呼
び
か
け
と
、
更
生
へ
の
導
き
、

表
だ
っ
て
活
発
な
活
動
は
で
き
奇
い

が
保
被
司
だ
け
で
は
聞
き
と
れ
な
い

点
の
補
佐
役
と
し
て
‘
婦
人
な
ら
で

は
の
特
占
を
生
か
し
た
良
き
相
談
相

手
、
影
の
力
と
な

っ
て
や

っ
て
ゆ
き

た
い
。

( 4 ) 

メ
ン
バ
ー
の
選
出
に
あ

っ
て
は
、

秘
密
事
引
も
伴
う
の
で
民
生
委
円
以
や

保
税
司
内
奥
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
こ
う
し
た
同
体
を
つ
く

り
ま
し
た
の
で
役
場
や
皆
さ
ん
に
活

用
し
て
ほ
し
い
U

と
話
し
て
お
り
ま

し
た
。

l動きだいという主婦の願いをか

なぐにも道産自、地場産自を見

く槽山支庁高工労働課商工係から〉

地域の発展や生活の向上につ

なえることです。

直してください。

健
康
宅

章

介

運
動
を
し
よ
う
と
言

っ
て
も
病
気

に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

。
一

般
的
な
医
学
検
査
(
健
康
診
断
)

運
動
の
た
め
の
医
学
検
査
(
心
屯
図
、

血
圧
測
定
)
運
動
の
準
備
期
、
体
力

診
断
(
立
分
走
テ
ス
ト
、
壮
年
体
力

テ
ス
ト
)
運
動
の
処
方
(
強
度
、

時

間
、
州
制
度
)
迎
励
の
実
施
と
言
っ

た

よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
刷
出
版
づ
く
り
の

安
全
管
理
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

心
臓
の
惑
い
場
合
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は

無
理
で
あ
り
、
自
覚
症
状
は
な
い
が

過
激
な
運
動
に
よ
っ
て
発
生
す
る
心

臓
病
が
あ
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。

車
と
問
じ
、
ま
ず
定
期
検
査
を
受

け
る
こ
と
。

ス
ポ
ー
ツ
陣
容
が
多
く
発
生
し
て

い
る
。
場
所
、

m
H封
、
服
装
、
日
常

の
心
が
け
、
実
施
前
の
安
全
チ
エ

y

夕
、
準
備
連
動
、
活
動
中
の
安
全
対

策
、
ま
た
、
ス
ポ

l
y
中
に
や
め
る

と
言
、
つ
男
気
も
必
要
で
あ
る
。

無
じ
ん
ぞ
う
般
紫
を
と
っ
て
、
健

康
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
U

と、

1
時
間

半
に
わ
た
る
鱗
泌
が
あ
り
ま
し
た
。

( 5 ) 



*'今 J

・おっ<.*'づ

郷
土
、
瓦
ま
つ
り
が

8
月
刊
、
目
、

M
目
的
三
日
間
に
わ
た
り
多
彩
に
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

駅
前
広
場
に
本
部
を
設
世
、
初
日

は
、
今
金
小
学
校
小
鼓
筒
隊
が
市
街

を
パ
レ
ド
で
始
ま
り
、
他
民
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
北
部
三
町
少
年
野
球

大
会
が
捌
か
れ
、
成
新
は

幻
1
位

瀬

棚

チ

l
ム

つ

2
位

今

金

A
チ
l
ム
で
し
た
。

£

午

後
か
ら
は
、
「
千
人
踊
り
」
と

葵

そ
ろ
い
の
川
町
衣
姿
で
、
婦
人
会
、
役

『
審

議

口
H
、
商
工
会
、
幼
稚
刷
児
チ
ビ

』
却

y
干
も
特
別
多
加
、
今
金
行
顧
の
り

M
M

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
り
、
周
辺
や
商

禽
〆
'
t

府
街
と
、

一
段
と
賑
わ
い
観
衆
を
楽

し
ま
せ
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今

金
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
行
進
、

駅
伝
競
争
が
あ
り
、
半
年
、

4
愉
別

の
健
脚
が
き
そ
わ
れ
ま
し
た
。

日
日
は
‘
駅
前
広
場
に
お
い
て
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
本
番
、
「
ビ

l
ル、

焼
ト
l
ウ
キ
ピ
、
焼
と
り
、
オ
デ
ン
」

と
、
折
り
か
ら
の
猛
暑
で
H

ピ
ル
。

は
大
人
気
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、

N
H
K
の
F
M
リ

ク
エ
ス
ト
ア
ワ
1

「
今
金
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
が
米
町
、
れ
帥
古
ど
り
、
商
工
作
H

年
部
に
よ
る
狩
場
太
鼓
「
乱
れ
羽
ち
」

A
，金
中
学
校
吹
奏
来
部
、
武
削
先
生

指
却
に
よ
る
「
ハ
ン
庁
リ
ア
郷
山
第

五
番
、
い
い
日
旅
立
ち
」
今
金
民
知

• 

• 

• 

会

の

、

唄

原
田
み
ど
り
さ
ん
尺
八

平
原
口
田
英
き
んに
よ
る
「
今
金
し
ぐ
れ
」

や

唄

大

塚

良

夫

ぷ

太

鼓

原

問

み
ど
り
さ
ん

お

は
や
し
安
西
好
子

さ
ん
に
よ
る
「
今
金
甚
句
」
が
披
露
さ

れ
る
な
ど
、
更
に
は
、
プ
ロ
歌
手
の

辻
沢
杏
子
さ
ん
(
東
芝

E
M
I
)
舟
田

淳
子
さ
ん
(
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
オ
ン
)

二
歌
手
に
よ
り
9
曲
が
唄
わ
れ
る
な

ど
、
地
元
カ
ナ
リ
ヤ
全
員
に
よ
る
カ

ラ
オ
ケ
競
演
、
津
村
明
美
J
(初
段
)

「
漁
歌
」
杉
内
希
さ
ん
(
叩
歳
)
「お

ん
な
の
出
船
」
石
川
誠
さ
ん
(
五
段
)

「
ま
つ
り
」
な
ど
と
、
観
衆
か
ら
拍

手
か
っ
さ
い
が
附
ら
れ
る
な
ど
ア
ル

コ
ー
ル
の
お
手
伝
も
あ

っ
て
賑
や
か

な
ひ
と
時
で
し
た
。

こ
う
し
た
合
聞
を
縫
っ
て
、

8
月

日
日
瓦
の
成
人
武
が
あ
り
、
新
成
人

を
む
か
え
た
人
速
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

決
意
は
、
と
の
聞
い
に
「
今
金
は
農

業
の
ま
ち
、
良
い
米
づ
く
り
に
励
み

た
い
U

と
の
話
し
ゃ
、
故
郷
を
離
れ

盆
の
た
め
に
帰
阿
し
た
人
は
「
や
っ

ぱ
り
故
郷
は
良
い
で
す
ね
。
今
金
に

来
る
の
が
楽
し
み
で
す
U

と
話
し
て

お
り
ま
し
た
。

今
金
名
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
早
食
い

競
争
が
企
画
さ
れ
、
プ
ロ
歌
手
や
ア

ナ
ウ
ン
サ
を
交
え
て

6
名
が
参
加・

苧
を
口

一
杯
に
ほ
お
ば
り
、
飲
み
こ

む
の
が
こ
れ
ま
た
大
変
、
会
場
の
笑

新成人集合

る語令ヤ土岨脚nけ-丸h
u
 

一掛ぢ

きまちも

サ
イ
ザ

1
」

センγ
 

r
 

部楽音中
寺

. 

卜ーキピ 1尭も

いそが L ( 
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い
戸
援
を
受
け
、
大
奮
闘
で
し
た
。

農
林
楽
図
広
場
で
も
黒
毛
和
種
肉

用
牛
の
焼
肉
コ
ー
ナ
ー
や
餅
ま
き
、

リトルーフロンティア

「北 海 道 倹 断 」

歩
行
者
天
国
で
は
営
林
地
引
円
以
に
よ
る

木
工
芸
品
の
即
売
、
天
沼
寧
さ
ん
(
神

丘
)
に
よ
る
子
造
り
パ
タ
!
の
即

土の香り求めて

売
な
ど
、
ビ

l
ル
も
手
伝
っ
て
か
、

今
日
ば
か
り
は
議
れ
も
が
ニ
コ
ニ
コ
、

歩
く
人
々
も
あ
さ
る
こ
と
な
く
夜
お

本
州
の
子
供
た
ち
‘
小
、
中
生
に

互
の
北
海
道
「
大
地
と
の
ふ
れ
あ
い
」

地
元
の
小
、
中
生
と
の
交
流
や
友
情

の
連
帯
を
深
的
、
広
げ
あ
う
こ
と
を

目
的
に
、
札
幌
ワ

1
7
・ユ

1
ス
協

会
が
計
画
し
、
第
1
陣
7
月
お
i
m
u

目
別
入
、
第
2
陣

8
月
1
1
5
日
加

入
と
2
回
に
分
け
て
米
町
、
花
石
小

学
校
グ
ラ
ン
ド
を
キ
ャ
ン
プ
基
地
と

し
て
テ
ン
ト
を
張
っ
た
も
の
で
す
。

一
行
は
、
茨
城
、
埼
玉
、
神
奈
川

h
F
北

海

道

名

物

ジ

ン

ギ

ス

カ

ン

に

シ
タ
づ
つ
み

• • 
作
内
北
部
内
会
場
が
花
石
、
住
J
U

地
区
に
会
坊
が
設
け
ら
れ
、
道
官
年

団
体
協
議
会
が
主
償
、
柏
山
迎
合
百

年
川
が
主
管
、
実
施
主
体
は
、
今
金

町
m
H
年
団
体
述
合
協
議
会
が
肢
と
な

っ
て、

8
川
1
1
4
U
と
取
り
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

小
、
中
、
向
生
徒
印
人
が
参
加
、

毎
日
初
人
余
の
三
町
市
H
年
聞
が
協
力

し
あ
い
芙
施
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

こ
の

H
的
は
、
自
然
を
活
用
し
た

民
年
鮒
集
附
市
動
の
中
で
、
生
活
体

験
を
辿
し
て
、
友
愛
、
辿
併
、
強
制
、

脱
作
な
ど
の
心
を
陪
い
、
行
少
年
の

健
全
行
成
、
人
間
形
成
を
図
る
も
の

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

初
日
は
、
あ

い
に
く
の
ド
シ
ャ
ブ

リ
、
予
定
の

一
部
を
変
更
し
て
実
施
、

学
校
の
体
行
館
を
利
川
し
た
行

事
と
な
り
、
白
己
制
介
、
仲
川

づ
く
り
ゲ

l
ム
と
、

2
H
目
は
、

歴
史
の
勉
強
、
本
町
は
克
永
町

時
代

(
1
、

6
3
4
年
以
)
砂

金
保
取
が
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
.

そ
の
探
取
万
法
の
勉
強
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
化
石
に
つ

い
て
な
ど
、
夜
は
仲
間
づ
く
り

ゲ
1
ム
と
し
て
「
キ
モ
ダ
メ
ン
」

が
あ
っ
た
り
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

3
日
日
は
、
朝
か
ら
奥
沢
橋

下
流
に
お
い
て
「
イ
カ
ダ
」
巡

り
を
始
め
、
午
後
か
ら
川

F
り

と
主
り
ま
し
た
が
、
水
不
足
か

都会っ子

ら
思
う
よ
う
に
洗
れ
ず
‘
半
分
あ
ま

り
が
つ
な
引
き
状
態
で
四
苦
八
苦
、

や
っ
と
の
思
い
で
浮
上
、

1
キ
ロ
余

り
を
楽
し
み
目
的
地
住
中
崎
に
到
着
。

中
間
地
内

で
時
礁
に
乗
り
上
げ
た

時
も
，
P
供
た
ち
が
れ
主
的
に
綱
を
引

く
な
ど
懸
命
で
し
た
。

最
後
の
伎
は
、
フ
ァ
イ
ヤ
l
ス
ト
ン
、

そ
く
ま
で
盛
り
あ
が
り

お
り
ま
し
た
。

賑
わ

っ
て

|サパイバル・イン・北海道|

自然を知る

あせさわやか

川
町
の
小
、
中
生
で
千
歳
ま
で
飛
行
機
、

臨
時
特
別
列
車
で
来
町
、
第
1
夜
を

m
H
少
年
会
館
で
す
ご
し
、
予
定
行
動

を
開
始
、
芋
掘
り
に
挑
戦
、
汗
と
ド

ロ
に
ま
み
れ
な
が
ら
「
ワ
ァ

l
あ
っ

た
あ
っ
た
」
の
歓
声
を
上
げ
た
り
、

川
で
は
、
自
然
大
プ
ー
ル
で
水
遊
び

を
し
た
り
で
キ
ャ

l
キ
ャ

l
と
は
し

ゃ
ぎ
ま
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

更
に
は
、
貝
化
石
の
採
取
、
カ
ニ

カ
ン
缶
登
山
と
、
や
る
事
な
す
事
が

す
べ
て
初
体
験
と
あ
っ
て
、
登
山
で

は
中
途
で
「
ダ
ウ
ン
」
し
て
し
ま
い

断
念
、
「
ま
た
き
た
い
、
今
度
き
た

と
き
は
再
度
挑
戦
し
ま
す
U

と
話
し

て
お
り
ま
し
た
。

自
然
の
厳
し
さ
、
楽
し
さ
を
肌
で

感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
刑
囚
を
こ
な
し
、
加
、

初
日
と
瀬
棚
町
海
水
浴
場
へ
と
向
い

ま
し
た
。

今
ま
で
、
」
う
し
た
団
体
内
受
入
れ

体
制
が
で
き
ず
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
金
青
年
会
議

の
支
援
体
制
が
確
立
さ
れ
、
受
入
れ

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

• 
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
、
班
対
抗
ゲ

l
ム

な
ど
と
疲
れ
を
ふ
き
と
ば
し
て
お
り

ま
し
た
。

官
年
団
の
話
し
に
よ
り
ま
す
と
「
二

刊
日
あ
た
り
で
、

家
に
帰
り
た
い

と
汽
う
子
供
も
お
り
ま
し
た
が
、
イ

カ
ダ
下
り
で
は
苦
労
を
し
ま
し
た
が

。
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
と
う
問
、
っ
干
供

青
少
年
健
全
育
成
シ
リ
ー
ズ

(
そ
の

2
)

砂
子

ど

も

指

導

の

ポ

イ

ン

ト

。

句
、
子
は
親
を
写
す
鏡
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
こ
と

・
税
は
身
近
な
大
人
と
し
て
手

本
を
し
め
そ
う

-
Fど
も
に
教
え
た
こ
と
は
、

円
分
で
純
を
し
め
そ
う

-
ふ
し
だ
ら
主
税
か
ら
干
は
逃

げ
る
子
ど
も
は
ど
の
よ
う
に
育
っ
て

い
る
か
は
、
税
の
生
き
方
を
反
映

し
て
い
る
も
の
で
す
。
白
か
ら
を

厳
し
く
、
身
近
な
大
人
と
し
て
千

ど
も
の
手
本
に
ふ
さ
わ
し

い
存
在

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

2
、
親
子
の
対
話
を
忘
れ
な
い
こ

と・
子
と
も
に
政
経
的
に
話
し
か

け
よ
う

〔日〕

自
分
に
あ
っ

た
環
境
づ
く
り

連
合
町
内
会
長

大
倉
啓
太
郎
さ
ん

(η)

(
昭
和
町
)

毎
日
の
健
康
を
維
侍
す
る
に

は
、
い
ち
に
ち
一
白
を
大
事
に

す
る
ゆ
構
え
ガ
大
き
な
役
割
を

果
す
も
の
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
以
前
先
輩
力
ら
教
え

て
い
疋
だ
い
疋
も
の
を
少
し
で

も
地
獄
の
皆
横
に
役
立
て
ば
と

思
い
な
ガ
ら
、
醤
ん
で
我
ガ
身

を
費
や
さ
せ
て
い
疋
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
が
、
自
分
の
健
康

づ
く
り
に
大
変
役
立
っ
て
お
り

ま
す
。町
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
医

療
と
健
康
づ
く
り
な
ど
も
積
極

的
に
参
加
を
し
、
移
り
変
り
行

く
自
分
を
男
つ
め
、
関
山
山
を
持

ち
続
け
る
こ
と
ガ
大
事
で
は
な

い
力
と
思
い
ぎ
す
。

仰
の
安
定
で
き
る
環
買
を
自

力
ら
つ
く
る
努
力
こ
そ
ガ
、
健

康
法
で
あ
る
と
思
い
山
ガ
け
て

お
り
ま
す
。

が
あ
っ
と
う
的
に
多
か

っ
た
。
来
年

は
、
こ
の
事
業
が
な
い
の
で
、
こ
れ

に
変
る
何
か
を
と
考
え
て
い
る
U

と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

さ
ぞ
か
し
良
き
教
訓
、
思
い
出
と

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

これを機に、再みなおしを.....

今、新薬ができ、結核病は病とされず、怖いものと忠われるむきもあります

が、全道で年間2，420人もが発見され、更に、今金保健所管内でも、 12人が発見

されてお ります。

早期発見と早期治療が必要です。健康診断を受けるなど、

自分の身体の再チェ yクをしてみませんか。

健康は、幸せの第 1歩です。

( 9 ) 

この辿t:¥lを機に、

〈今金保健所カ、勺〉

結核予防週間



4Hクラフ畜舎の消毒9日(火)衛生指導の日、住民の動態¥

この日は、衛生委員の万万皆さんの家

庭を訪問します。清潔で明るく住みよい

環廃づくりにご協力を一一。

7月末現在

首可月実寸土lニ

8，554 (+12) 

4，137 (+10) 

4，417(+2) 

2，578(-3) 

人口

9q 

k 

世，liF数

〈町民福祉課衛生係から〉

今
金
川
防
疫
組
合
的
依
頼
を
受
け

た
ク
ラ
フ
は
、

6
月
7
1
初
日
と

8

月
1
1
4
日
の
二
回
に
分
け
て
町
内

全
域
二
百
戸
の
牛
合
、
豚
合
、
推
肥

場
の
消
毒
を
し
た
も
の
で
す
。

会
n
叫
が

4
班
.
4
1
5
人
で
編
成

し
、
延
べ
刊
人
あ
ま
り
が
朝
7
時
か

ら
夕
方
6
時
頃
ま
で
連
日
に
わ
た
り

脅
閥
、
汗
ま
み
れ
に
な

っ
て
お
り
ま

し
た
。
こ
の
時
期
は
‘
ハ
エ
や
カ
が
も

っ
と
も
発
生
す
る
こ
と
か
ら
予
防
の

点
施
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
環
境
衛
生
ば
か
り
で
な

く、

牛
の
札
口
品
に
も
影
響
が
あ
る
と

の
こ
と
、
家
前
飼
育
問
同
家
も

一
安
心

し
て
お
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
で
は
‘
こ
の
事
業

を
始
め
て

5
、
6
年
に
な
り

ま
す
が
、
目
的
は
、
自
分
た

ち
が
農
業
後
継
者
で
あ
る
こ

と、

有
高
経
営
農
家
の
奨
励

や
土
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら‘

少
し
で
も

役
立
ち
た
い
と
し
て
い
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
民
業
改
良
、

生
活
改
拍
手
』
目
指
す
な
ど
、

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
.

産
業
ま
つ
り
の
参
加
、
ス
ポ

l

y
大
会
と
峨
り
だ
く
さ
ん

の
刑
囚
が
組
ま
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

q・• 
郵便局からのお知らせ

ー お祝いのメッセージに電子郵便をー

贈る人の温かいまごころを、そのま3

お届けできる電子郵便のご利用を 。

料金通信文T枚目500円、2枚目から

T枚につき300円ガ加算と芯ります。

専用用紙は、郵便局に/

(10) 

米寿、 白寿の祝い 夫婦そろって80歳いじよう
f.J 叫i ち ゑさん(女) 101歳盟NJ品l すえながく
笹 lH キ クさん (1x)96i<lt " 宗 像 。WJ f:fJさん 90蔵 (英利河)
術藤松代さん (女) 93Î~主 " 
持 rm キ サさん (1x)9z歳栄町

トメエさん 83i<lt 

1よ 111 ト モさん(女)91歳 ~~ ~~ )'J~ 1411 長谷川 金 こ さん 83歳
(御影)

1可 iIl き よさん(女)91歳神 Ji 7 サヲさん 80~主

鈴木 ゆ うさん(女) 91蔵金Jj~t IJI 村健之助さん 82歳
石 刷 ナ ヨさん (1x)91成政舟凶l ハ ノレさん 81議

UR 代)

1)' .，桑 カ キさん(女)91歳布n .r.~~ 
村上常松さん 85歳

ZE 虹H ナ ヨさん(女)90歳旭町 (八 点)

1;，' *本 ソ ノさん{女)90歳盟舟刷 イ サさん 88歳

'f"，..: 雌却J 吉さん(男)90歳神J:o: '出・3比11' 定ーさん 87歳
('/中 I王)

1E !日l 忠蔵さん (Y})90蔵本!日l フジエさん 85歳

京 f最 lUJ 司さん(男)90歳尖利河 工藤 七 さん 83歳
谷崎佐野さん(女)90歳 i¥ 事告 ンさん 84歳

(::!l' 11-) 

小林庄造さん(男) 90議~~:l;J.fl胡
サ

松本 イクヨさん(女)90;誕 EI 逝i
間 六郎さん 84歳

(末広1"0
小池 ち うさん(女)90j:Jt ~~~~ 9il[話l ヨシエさん 82歳

jJ， 11] i放政さん(男) 89歳桁;f，~( 以上7剥l

111 n ト クさん (女)89歳花石
骨子 iiIi り めさん(女)89歳金/J;1
伊藤末松さん(労)89歳住 T主

公衆浴場無料開放g 配:.t ノブエさん(女)89歳段舟凶l

制l m 比 一 きん(男)88蔵本町 (種川・今金)

キt J二 イ サさん(女)88歳 八 東
干T n: く にさん(女)88歳 IH IOJ 9/15-17日の3日間
上旦 フ デさん(女)88歳 !花舟l到

キt Jニ き くさん(女)88歳 白 石 65歳 以上の方は無料
大塚 fi!j" ，!~さん{男) 88歳 市栄町 で入浴できます。

以上29人

日
日
か
ら
引
日

老

人

福

祉

週

間

よ
り
一
層
大
切
に
:
い
た
わ
り
と
語
ら
い
を
:・

動帽愛麗週間 9月10日-16日

悶おたんじようおめでとう
L .，か

水口恵梨呑 7 H 17日(仁 長女)八束

阿知波英治tJ 7月17日{道 長男)八防l町

本谷 主桑 7月23日(順一 2女)イマヌエル

高橋麻衣 7月24日(勉 長女)大和町

剖 t 笹手 7月26日(実 3女)大和町
h H 

j、山知止 7月27日{郁雄長女)商問.守
佐々木綾 7月29日(照幸 2女)末広町

牧朋 友紀 8月 2日(敏幸 3女)日出町

赤チl 議λ 8月 3日(敏広長男)南側1
白れや

尾形 f古故 8月 4日(義lIi'l 3明)稲犯・

谷崎干犯 8J'J 7日(和男 2女)八鈴

先月号のこの欄で「丸山昌平ちゃん(忠次

3 -!JJ) J は、 rx~lLJ 尚平ちゃん」の誤りでLたので

訂正お陀び中 し上げます。

一度調ったら

捨てな日決心

救急活動は

みんなの命を守ります

調
91191111 r教急の11，です

イマヌエル

中 .ill.

稲穂

本町

旭町

八束

6 1歳

5 5歳

6 4歳

9 0歳

8 6局長

8 9歳

圃お〈やみもうしあげます

olL 111 Ii'i 7月23日

や"野竹市 7月25日

村上隆幸 7月29日

山田よ志の 7月31日

v主!ff トシ 8月 6日

阿部ケサヨ 81'J 7日 • • 
窃亀た 検診を受けて明るい家庭づくD
fli 目 出ていただく方 実施する日 時 1m M晶地区 実施告場 備 元信守，

凪 し ん 2、3年生の女子 11 日附 13:00- 今金中学校 今金 中 学校 1回接種
① 妊 持学制級 政 受付時周

検草以官~a~制句n辺瓜"、f臼向検別4ドヰ引任H宅'" 保f'絵健常(母親 ) 妊 締 グコ 方 10 日 ω 11:45-14:00 全地区 町民センター

l歳6ヶ月児健診 生後1.7歳、1.8歳児 受付時間 医療師、栄診聾療指、持歯、科保健医指師導診
② 11 日附 12:45-14:00 全地区 " 乳 児 相 政 生後6.9ヶ月児 保健指導

③ 無医地区巡回診療 八束、白石地区 11 日 附
受付時開

λ束・白石 λ車生活改善セノター 診料金眼科無目料眼科14:00-15:00 

@ 股 脱 鍵 診 2ヶ月と15日以上の乳児 26 日附 13:00-14: 00 全地区 今金保健所 コ関節X線写真

手L 児 健 診 4. 1、10、12ヶ 受付時冊 身体計測、保健指導
⑤ 26 日 附 12:30-13:00 全地区 町民セ〆タ
育 児 講 座 月児 神経$:

〕-〔
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9 月の休日当番医

1 11 ;~ 聞 医 F主 合② o3 2 4 
8 1.1 北輸山町国保病院 合④ 53 2 1 

15 11 fEE 91 医 F完 8② o 3 2 4 
1611 今金阿国保病院 合② o2 2 1 
221] 可Z チ丙 F完 合④ 5011 

231.1 平 ヲ丙 F主 宮④ 50 1 1 

2911 今金111"[国保病院 合② o2 2 1 

(9月の主な行事予定 )
。槍山北部4町バスケ ットポール大会

8 n ノトイ校総体 91時30分

。自動車免許の更新時講習

11 11 北崎山政村環境改普センタ

@槍山北部 B'Wショウ(家畜共進会)

2111 今世家市市場

@国勢鯛査鯛査委員説明会

l、i，j 役場会減:t

@国保税3期分納期

裁判所斤舎の移転お知らせ

所在地向航di上新川町l罫8号郵便貯'，}O.lO

電話番号 f¥ぷ⑫ 21 5 1 
平事車五日

8) 1 2811 同館家庭裁判所

8) 129 n 尚館地方裁判所、同町:簡易裁判所、
ト旬館検察審査会

9月は

心身障害者雇用促進月間

b，:;r:，i庁でいは、心身防古者のhの就職できる

よう相 I ，，~、 tt即lのf上τ1> を 4丁なっております。

d、では、 「すべての事業主は、身体|埼1作品

の府 )11 に l均し、 < 1 全述fi?の理念に~~づき、 i出

、"，な1，ι11/のf品を 'jえるJも同のilU革を千了する。

;jßんで1111人れに努的、その有する能力を d~ 、円

にl叶師、辿iiEな耶11)のも♂Itを行なうように労

めなければならない叫と定められています。

イþ:~のご P[~~をいただくことが大切です。

身附.r，の採川、 l低mについてのご相j，淡町・JU位
打は、」止JI'ご述給ください。

函館公共職諜安定所北槽山分室

電話④ 5724

海上保安ず護学生募集
受付期間 9月13日一26日

受験資格 高等学校及び専門学校を卒業、修了、

または61年 3月までに卒業、修了見込みの者

試験 日 大学 11月9，10日、 学校 11月10日

試験地函館、小樽、旭川、釧路

詳細は、函館市海岸町24の 4

函館海上保'主部 1~型都

屯;舌 (0138) 42-4311 

人権心配ごと相談所の開設

と き 9月25日(ノド)

午前10時一午後 31時まで

ところ 今金町民センター

'*相談費用は、無料です。お気軽にどうぞ。
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方

J

家

行

鼻

「
l
l」

家 U'，をした人、行)jィ、lりJとなっている人をt虫

したり、亡くなった方てv身元がわから主い人の

身 ~t. を 調べて、家族や泣!J:の )j 々にお知 らせす

るため、道内の主な都市で. 9 n中、行 )jイ、JI)J
占のキ11.・主刈を聞きます。

。身体的特徴や家N'， 当時の1111談、 JiJí'持 "II'I ~:・ど洋

しく調べておいてくださし」

@fがかりとなるような当点、ぷ1111のともぎれ

など、ありましたらお4をちくだ?さ L、。

ご相談はおれ軽に一一一

-函館方面相談所開設日程

9月2日-4固まて'

函館市1l綾♀11町15の 5

向館rl:1央特策特⑪ 2151

9月6日 山越郡八雲町日士見町

八王:符察署 ③2151 

9月9日 給山郡札差町ド t聖f
4上差f干察岩 ②0151 

〈今金警察官派出所か勺〉

(12) 


